
３月１７日、橿原市内で銀行職員を名乗り義援金名目
の詐欺と思われる不審電話がありました。
公的機関・団体が、一般家庭等に対して、個別に電話
・ファックス・訪問等によって義援金等の振り込みを求
めることは通常あり得ないので騙されないように注意し
てください。

★日時 ３月１７日（木）午後３時００分ころ
★電話を受けた方 橿原市内に住む高齢女性
★概要 銀行職員を名乗る者から

「東北の地震で義援金を募っています。」
と電話がかかる。
「年寄りやから、わからん。」
と相談者が答えて電話を切ったもの。

【全国での事例】
○ 市役所職員を名乗って電話をかけ「震災の義援金を送る活動をしている。
支払い方法は振り込みです。」等と言って振り込ませようとした。
○ 市役所職員を装って家庭を訪問し、募金を求めた。
○ 公的機関と紛らしい名称を名乗って電話をかけ、「避難地確保のため寄付し
てください。」等と言って振り込ませようとした。
○ 実在する団体の名称を名乗って「災害支援基金への寄付をお願いします。」
等という文面のファックスを送信し、募金振り込み口座とは異なる個人名の
口座に振り込ませようとした。
○ マンション管理会社を装って家庭を訪問し「地震に耐えられるようにブレ
ーカーの工事が必要です。」等と言って現金の支払いを求めた。

今後、同じような不審電話かかってくるおそれがありますので、必ず
相手を確認し、少しでも不審に思ったら
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に通報・相談してください。
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災害義援金名目の詐欺に要注意!


